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I I – 2  

河 川 分 野 に お け る 大 雨 洪 水 の マ イ タ イ ム ラ イ ン を 作 成

す る ワ ー ク シ ョ ッ プ 業 務  

 

( 1 )  収 集 ・ 整 理 す べ き 資 料 や 情 報 に つ い て 述 べ よ 。  

( 2 )  大 雨 洪 水 の マ イ タ イ ム ラ イ ン を 作 成 す る ワ ー ク シ

ョ ッ プ 業 務 の 手 順 を 述 べ よ 。 併 せ て 、 留 意 す べ き 点 、

工 夫 を 要 す る 点 に つ い て 述 べ よ 。  

( 3 )  業 務 を 効 率 的 ・ 効 果 的 に 進 め る た め の 関 係 者 と の

調 整 方 策 に つ い て 述 べ よ 。  
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１ . 収 集 ・ 整 理 す べ き 資 料 や 情 報  

（ 1 ） 河 川 カ ル テ  

 対 象 地 域 を 流 れ る 河 川 カ ル テ を 収 集 す る 。 堤 防 な ど

の 河 川 管 理 施 設 や 河 道 の 状 況 を 把 握 す る 。 住 民 が 洪 水

リ ス ク を 確 認 す る 際 の 参 考 資 料 と し て 用 い る 。  

（ 2 ） 洪 水 ハ ザ ー ド マ ッ プ  

 洪 水 に 関 す る ハ ザ ー ド 情 報 を 収 集 す る 。 具 体 的 に は 、

浸 水 想 定 区 域 図 、 浸 水 継 続 時 間 図 、 家 屋 倒 壊 等 氾 濫 想

定 区 域 図 で あ る 。 ハ ザ ー ド 情 報 を 平 面 的 に 整 理 す る 。  

（ 3 ） 過 去 の 災 害 履 歴  

 対 象 地 域 で 発 生 し た 災 害 の 情 報 を 収 集 す る 。 洪 水 ハ

ザ ー ド マ ッ プ と 併 用 し な が ら 、 被 害 が 大 き い 地 点 を 確

認 し 、 災 害 リ ス ク を 評 価 ・ 検 討 す る 。 ワ ー ク シ ョ ッ プ

の 優 先 実 施 地 区 の 選 定 に 用 い る ① 。  

 

（ 4 ） 地 域 防 災 計 画 や 警 戒 避 難 体 制  

 地 域 防 災 計 画 お よ び 作 成 済 の 市 町 村 タ イ ム ラ イ ン 、

警 戒 避 難 体 制 な ど 、 関 連 計 画 を 収 集 す る 。 行 政 の 防 災

計 画 を 踏 ま え た マ イ ・ タ イ ム ラ イ ン 作 成 の 参 考 に す る

② 。  

 

2 . 業 務 を 進 め る 手 順 と 留 意 点 、 工 夫 点  

① これは手順で述べた方が良いと思います。後述しますが、「情報収集」のあとステップとして、

「ワークショップの企画」ステップを記述し、その中で触れてはいかがでしょうか。 

② これは手順の中で、留意点として述べると良いと思います。 
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（ 1 ） 関 連 計 画 の 整 理 ③  

 前 述 の 情 報 収 集 ・ 整 理 を 行 う ④ 。 関 連 計 画 と の 整 合

性 を 確 保 す る た め 、 住 民 に 情 報 を 提 供 す る よ う 留 意 す

る ⑤ 。 ⑥  

 

（ 2 ） 住 ん で い る 地 区 の 洪 水 リ ス ク を 認 識 し て も ら う

⑦  

洪 水 浸 水 想 定 区 域 図 か ら 、 地 域 の 水 害 リ ス ク に つ い

て 説 明 す る ⑧ 。 よ り リ ア ル に リ ス ク を 知 っ て も ら う た

め 、 言 葉 の 説 明 に 加 え 水 害 動 画 を 放 映 す る 等 の 工 夫 を

行 う 。  

③ 関連計画に限らないと思いますので、「ワークショップに必要となる資料整理」としてはいかが

でしょうか。 

④ 前述の調査・検討の内、（３）のみがワークショップに必要な資料ではないですね。よって、

（３）は最後に記述（（４）として記述）して、「前述（１）～（３）の情報収集・・・」とし

てはいかがでしょうか。 

⑤ これは留意点というより、資料提供する目的ですよね。収集・整理という業務に際しての留意点

とすべきです。例えば、「情報整理に当たっては、ハザードマップ、３D 都市モデル等を活用し、

分かりやすく可視化することに留意する。」といった具合になります。 

⑥ ①のとおり、次の手順として「ワークショップの企画」を加えてはいかがでしょうか。例えば、

以下のような項目が想定されます。 

（２）ワークショップの企画 

 前述（４）※の調査に基づき、ワークショップの優先実施地区を選定する。ワークショップの

日時、参加人数と参加者の選定、会場の決定などの概要を企画する。 

※修正前においては、（３）過去の災害履歴となります。 
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（ 3 ） 避 難 方 法 の 共 有  

リ ス ク 情 報 を 踏 ま え 、 避 難 方 法 を 考 え る よ う 促 す 。

居 住 環 境 や 水 害 リ ス ク が 似 て い る 参 加 者 同 士 で 考 え さ

せ 、 1 人 で は 気 づ か な い ⑨ 「 避 難 の 備 え や タ イ ミ ン

グ 」 、 「 避 難 場 所 の 選 定 や 逃 げ 方 」 に つ い て 新 た な 気

づ き を 与 え ら れ る よ う に 工 夫 す る 。  

 

（ 4 ） タ イ ム ラ イ ン の 有 効 性 の 共 有  

突 発 的 に 発 生 す る 地 震 災 害 を 比 較 対 象 に 、 時 々 刻 々

と 発 生 す る 洪 水 災 害 と の 発 生 過 程 の 相 違 点 を 説 明 す る 。

⑦ ここからは、ワークショップの内容になるので、その旨を記載すべきです。よって、見出しは

「ワークショップの開催」として、内容は小見出しにしてはいかがでしょうか。 

（３）ワークショップの開催 

 ① 洪水リスクの理解促進 

 ② 避難方法の検討 

 ③ タイムラインの有効性の共有 

 ④ マイ・タイムラインの作成 

⑧ 洪水浸水想定区域図のみでなく、収集整理した情報とした方が良いと思います。また、「マイ・

タイムライン検討のためのワークショップの進め方」においては、住民が知るべき内容を「過去

の洪水を知る」、「地形の特徴を知る」、「水害リスクを知る」とありますので、これらを記述

した方が良いと思います。 

⑨ 「避難の備えやタイミング」、「避難場所の選定や逃げ方」について気づかないわけではなく、

後述にあるように新たな気づきを与えるために参加者同士で考えさせるものと考えます。よっ

て、下線部は削除。 
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発 生 過 程 が 時 々 刻 々 で あ る こ と か ら 、 タ イ ム ラ イ ン を

作 成 す る こ と が 有 効 な こ と を 伝 え る ⑩ 。  

 

（ 5 ） マ イ ・ タ イ ム ラ イ ン の 作 成  

 前 述 ま で の 説 明 か ら 自 身 の 状 況 を 踏 ま え 、 マ イ ・ タ

イ ム ラ イ ン を 作 成 さ せ る 。 当 面 は 大 河 川 ・ 標 準 的 な 降

雨 シ ナ リ オ の 防 災 行 動 を 作 成 さ せ る が 、 内 水 被 害 や 土

砂 災 害 の 影 響 も 踏 ま え た 計 画 へ 段 階 的 に 移 行 さ せ る よ

う に 工 夫 す る 。  

3 . 業 務 を 効 率 的 ・ 効 果 的 に 進 め る た め の 調 整 方 策  

 水 害 リ ス ク の 説 明 を 当 該 河 川 の 河 川 管 理 者 に 依 頼 し 、

河 川 特 性 を 踏 ま え た 説 明 と し 効 果 的 、 効 率 的 に 業 務 を

進 め る ⑪ 。 住 民 に 向 け て は 、 「 防 災 行 動 を 考 え る 」 こ

と は 堅 苦 し い ・ 難 し い と い う イ メ ー ジ が 先 行 す る た め 、

専 門 用 語 を 極 力 使 わ な い 等 、 分 か り や す い 説 明 に 努 め

効 果 的 に 理 解 を 促 す 。 以 上 。  

 

⑩ 似たような説明が繰り返されています。合体させちゃいましょう。→「タイムラインの有効性を

理解してもらうため、突発的に・・・」 

⑪ 河川管理者が専門家であることを示し、その効果である客観性のある説明といった効果を添える

と良いと思います。→「ワークショップの実施にあたっては、水害リスクの説明を専門家である

河川管理者に依頼し、河川特性を踏まえた客観的な説明を行う。また、「防災行動を考え

る」・・・」 


